
分析センター共同利用機器の

VIDEOマニュアルの作成について

本学分析センターは､専用建物の完成と共に分

散していたセンター所属の機器を集め効率的な共

同利用施設をめざし､これにより利用者の便利さ

は大きく向上しましたOまた､毎年大型機器の導

入がはかられ高度な研究を可能とする努力がなさ

れるなど優れた共同利用施設として発展してきま

した｡しかし同時に運営上新たな間寓も生じてき

ていますO周知のようにセンター専任者が少ない

ため､多くの機器はセンター以外の機器担当教官

等によって保守され､機器の使用法の講習もされ

ています｡このことは新たな利用者にとっていろ

いろと不便であり､担当者にとってはセンターに

出向く機会が多くなり負担が増大してきています｡

高度技術を要するものや､使用頻度の高い機器に

ついてはこの傾向は顕著であり､機器の充実が全

体の利用効率を低下させることにもなりかねない

ので早急な対策が望まれていましたC

機器の稼働率を上げるための対策として､全学

のどこからでもコンピュータを使 って利用状況を

知ることが出来る ｢埼玉大学分析センター予約シ

ステム｣がすでに実用化されていることは周知の

ことですが､次の対策として､機器の新しい使用

者-の講習の効率化や保守に関する負担の軽減を

はかるなどの目的で､機器の使用法に関する情報

を映像で示すVIDEOマニュアルを作成すること

にしました｡しかしこのような作業は個々の担当

者だけでは困難であり､プロジェクトのような体

制でのみ可能となります.そこでセンター専任者､

機器の運用責任者と指導者､機器の利用者により

学内のプロジェクトチームをつくり､製作にあた

ることとしましたC

製作に要する経費については通常の研究費をさ

くことは困難であり､また､従来の諸経費の要求

事項としてもなじみにくいが､幸いなことに ｢共
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同利用機器の有効利用に関するプロジェクト研究｣

として昭和62年度教育研究学内特別経費を受ける

ことができてVIDEOマニュアル作成に必要な機

器の購入が出来､内容的にも高度なものが製作で

きました｡

製作したVIDEOマニュアルは以下の事柄が特

徴といえます｡

1, 単に機器の説明や文書マニュアルを映像化す

るだけでなく､VIDEOマニュアルを見ながら

実際の測定が可能なものとしました｡VIDEO

マニュアルでは､装置の操作とそれに伴う作動

状態の映像の両方を同時に一つの画面に表示す

ることが､操作法及び原理などを理解する上で

きわめて有効です｡そのために二台のカメラか

ら同時に操作部と表示部などの画像を取入れ､

一つの画面上に合成表示しました｡例えば､あ

る操作 (ツマ ミを回す等)をしたとき何が起こ

るか (メータの針がふれる､試料が動 く等)と

いうことを見るとき､その両方をカメラでとら

え､分割した画面上に同時に表示して操作上の

タイミングなどもわかるようにしました｡

2. 多人数対象の機器の講習会で使用すると共に､

測定者が個々に独習するときにも使いやすいも

のにしました｡機器の使用法の講習はこれまで

にも各機器についてその都度なされてきました

が､実際に機器を操作しながら講習をする場合､

人数が多いときなどは全員に細部を見せたり､

複雑な操作を充分徹底することは困難であった

し､一度の講習では実際に新しい使用者が単独

で操作するには不安なことが多くありました｡

VIDEOマニュアルでは細部を拡大して表示す

ることも可能であり､こみいった操作の部分は

何回でも理解できるまで操作の仕方を見ること

が可能となります｡
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3.今回製作した各機器の使用法に関するVIDEO

マニュアルの一つの特色は､実際に機器の講習

や保守をしている担当者が直接製作にかかわっ

ていることで､分析センターにある機器を使っ

て実状に合わせて作ったことですo但し､今回

作成したものはプロジェクトメンバーが直接関

係している機器に限られました｡これは適確な

シナリオを作ることと､機器を実際に操作して

いるところを映像化するために､どうしてもあ

る程度長時間の協力が必要なためです｡

4. このようなVIDEOマニュアルを製作し､常備

しておくことにより､各機器の講習が容易にな

るばかりでなく､測定法が統一され使用法の間

違いによる故障や トラブルの減少が期待でき､

各機器の稼働率をも上げることが出来ます｡こ

れに類するものは､機器のメーカーによっても

まだ製作されていません｡

(VIDEOマニュアルの利用法)

今回作成したものは管理がしやすいようにすべ

て8ミリビデオ用に編集してあります｡分析センタ

ーの3階と4階にモニターと8ミー)ビデオ用デッキ

をキャスターつきのラックにのせたものが各1セッ

ト置いてありますので､必要なテープを分析セン

ター事務室より借りて使用する機器のそばで見る

ことが出来ます｡

作成したVIDEOマニュアルは次のものです｡

装 置 名 ■ テープ内容

操作電子顕微鏡(JSM-T100)〟〟〟 基本操作-般操作試料作成法 (粉末)ウエ ネ ル トキ ヤ ップクリーニ
ン グ核磁気共鳴装置(PMX-60Sl)

標準操作複合表面分析装置(ESCAAES)〟〟〟 操作 Ⅰ操作 ⅠⅠ操

作 Ⅲ操作 ⅣEPMA操作マニュアル 基 礎

編// 測 定 編QUⅠ

CKCOATER 使 用 法今回は五種の機器

についてVIDEOマニュアルを作成しましたが､内容的に今後改善すべきとこ ろも多くあります｡

例えば､すでに稼働している機器内部の構造や作

動状態を示す必要がある時には分解して映像化す

ることが困難ならば､アニメーションにより表示

する方法などが指摘されています｡また､作動原

理等についてももっと適切な映像があったほう

がよいとの要望もありました｡今回作成したも

のを､ぜひ多数の方に利用していただき､いろい

ろとご意見をいただければ幸いです｡今回のもの

のバージョンアップや新しい機器のものの作成に

生かしてゆきたいと思います｡ビデオ関係で今

回購入した機器のうち主なものを紹介し､これらについても多くの方にご利

用いただきたいと思います｡1. ビデオ特殊効果装置

1台 ビクターKM112002台のカメラ

から入力した画像を分割表示するものです｡縦､横､斜め等いろいろ

な分割の方法が出来ます｡2. ビデオカメラ

1台 ビクターGX-S7(刀上記の装置を使う

ときには､2台のカメラが同期する必要があ

り､同期信号を出せるカメラです｡また､このカメラは3管式のもので解像度も

高くきれいな映像が撮れます｡3. ビテオ レコーダー 2

台 ソニーSL-HF3000カメラからの

映像の記鐘と編集時にダビングするためのもの

です｡これも解像度が高くダビングしても映像

の劣化がほとんどありません｡4. 漢字タイトラー

1台 ソニーVXIJ550ビデオの画面

に漢字でタイトル等がワープロ式

に簡単に表示できるものです｡兼製作は以下のメンバーで行いました

｡(プロジェクトメンバー)

佐 藤 勝 分析センター坂 本

公 教育学部自然科学科平 塚 信
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信 一 工学部電力工学講座野 口 文 雄 工学部

無機工業化学講座(協 力 者)久 保 正 雄 分析センタ
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